
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回  ミドルステージ研修              令和３年１１月１日（月）  

講演「発達を支える運動遊びの発展」              奈良市立高円こども園 

講師  帝塚山大学 教授 岡澤 哲子氏  

 

【理論編】 

・基本となる感覚系から感覚が統合されていく。視覚・触覚 

前庭覚・固有覚聴覚を基本に姿勢・眼球運動・身体図式 

運動企画などをピラミッドのように習得していく。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成者 幼児教育アドバイザー  

 

乳幼児期は、感覚（知覚）と
運動コントロール能力を向
上させるのに最適な時期。 
すなわち、 乳幼児期は神経
系の発育の敏感期であり、こ
の時期は様々な運動遊びを
通して、動きを習得していく
（動きに関する神経ネット
ワークを様々に構築してい
く）絶好の機会となります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実技編】身近な物（タオル・新聞紙）を利用して多様な動きを取り入れた遊びを楽しむ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

いろいろな感覚を使って遊ぶことが大切！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参加者の声・気付き】 

・乳幼児期のあそびや運動が今後の成長につながり、いかに大切かということを学びました。何気なく

行っているあそびの中にも様々な感覚を刺激する動きが含まれているということが分かりました。 

・遊びの中で、様々な感覚が養われていることを改めて学ぶことが出来ました。何気に使われている視

覚、聴覚なども子どもたちの物差しになっていることに気づく機会になりました。 

・運動発達はそれぞれ独立で発達するもではなく、言語や食事、対人関係でも密接に関係して発達して

いくものであるから、多様な動きが出来る遊びを取り入れていく必要がある。 

・いつも子どもたちと一緒に身体を動かしている中で、感覚を意識して、楽しく遊べる事が、たくさん

あることを改めて感じました。タオルや新聞があることで、子どもたちも様々な素材に触れ、楽しさ

も感じられると思います。生活の中で色々なものに目を向けてみたいと思います。 

・子どもの達の感覚（視覚や聴覚など）の発達の基盤が遊びの中にたくさんあふれていることを、改め

て学ばせて頂きました。何よりも楽しいと思えることを取り入れることが大切なのだなと感じまし

た。 

・運動の発達は独立して発達するものではなく、様々に生きていく上で必要なものに密接に関係してい

るということ、いろんな動きと五感が複雑に入り混じっていることの基本となる部分をいかに育てる

かということを学びました。 

    作成者 幼児教育アドバイザー 近藤 美子 

タオルで 
なべなべそこぬけ 

タオルサッカ 
バレーボール 

タオルウォーキング 

タオルを使った遊び 

♪トントントントン 
  ハイポーズ 

歌に合わせて一人が
ポーズをとり、それを
同じグループの者が
真似をして、次々交替
をしながら進めてい
く。 

２人に一組になり、タオ
ルの端を持ち合い♪なべ
なべそこぬけ♬に合わせ
て回転する。 

タオルの先を一つ結ぶ。結び目
を下にしたタオルを吊り下げ
て、結ぶ目を足で蹴ったり、手
で打ったりする。また真ん中で
もう 1 回結びボール状にする。
友達に投げてもらってヘディン
グやアタックをする。 

タオルをたたみその上
に乗り、前に進んでい
く。またタオルの上に
座り、お尻を使って進
んでいく。 

新聞紙を使った遊び 

新聞紙リレー 新聞紙電車ごっこ 

新聞紙の 1枚の真ん中
自分が入るくらいの
穴をあけ、そこをくぐ
ったら次の人に回す。 

穴の開いた新聞紙の中
に入り、前の人の新聞
紙を持ち、全員がつな
がって歌に合わせて回
る。 

自分の体のことがわかる 

抗重力姿勢 

伏臥位伸展 背臥位屈曲 

うつぶせで伸び～る あおむけで丸くな～る 

体幹が安定する 


